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D-TUPジョイント
－鋼材と鉄筋コンクリートの新しい接合構造－
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　　開削施工する地下貯留施設や道路トンネルにおいて、従来は作業スペース確保のため仮設時土留めに用
いる建設鋼材と本体構造に離隔を設ける必要がありました。D-TUPジョイントを用いて建設鋼材と鉄筋コン
クリート底版（頂版）を確実に接合することで、建設鋼材を仮設時土留めおよび本体壁として兼用でき、敷
地の有効利用、掘削土量の低減および狭隘地施工を可能とします。
　また、D-TUPジョイントの接合は溶接機や専用治具を用いることがないため作業が容易であり、工期短
縮、コスト低減および現場の省力化が可能です。

【敷地の有効利用（地下貯留施設の場合）】
従来工法に比べて貯留面積を広く取ることが出来るので、貯留能力は同等のまま、掘削深さを低減する事が
可能です。

【掘削土量の低減（道路トンネルの場合）】
従来工法に比べて、掘削幅の最小化が可能です。



　D-TUPジョイントは、建設鋼材にあらかじめ溶接したT字形状の断面を持つT形金物とU字に曲げ加工
した鉄筋を鋳鉄製金物（以下、FCD部材）で接合しコンクリートを打設することで鋼矢板等の建設鋼材
からなる側壁と底板等の鉄筋コンクリートを一体化し、地下埋設構造物における隅角部を形成する接合
構造です※。
　FCD部材は高強度で靭性のあるFCD700で製造され、最適設計により強度と軽量性を両立しました。
重量は6kg/個以下であり、一人で容易に持ち運ぶことが出来ます。
※特許第7587777号　鋼製壁と鉄筋コンクリート部材の結合構造及びその構築方法

　D-TUPジョイントは、接続する鉄筋
コンクリートの鉄筋よりも高い引張強度
を有していることを確認しました。ま
た、地下埋設構造物の隅角部に適用した
場合において大規模地震L2相当以上の
耐力を確保することができ、曲げモーメ
ントとせん断力および軸力を安定して伝
達する複合構造であることを確認しまし
た。そのため、D-TUPジョイントは骨
組み解析に用いられる剛域モデルとして
評価が可能です。

　U字鉄筋をＴ形金物の切り欠き部に挿入した後、FCD部材を所定の位置までスライドし、U字鉄筋を所
定の角度に設定し固定ボルトでFCD部材及びU字鉄筋をT形金物に固定します。一連の連結作業が部材の
組み立てのみで完了するため、急速施工と現場における省力化が可能です。
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